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第 30 回日本臨床細胞学会神奈川県支部学術集会を終えて 

東海大学医学部専門診療学系産婦人科 三上幹男        

平成 23 年 10 月 1 日、第 30 回日本臨床細胞学会神奈川県

支部学術集会を横浜情報文化センターにて開催させていただ

きました。158 名の皆様に参加していただき、10 題の一般演

題のあとに、教育講演として、埼玉医科大学国際医療センタ

ー病理診断科の安田政実教授、に「卵巣腫瘍・頸癌・体癌取

扱い規約改訂のあれこれ」、東海大医学部付属病院病理検査技

術科 伊藤仁技師に「乳腺細胞診のピットフォール」という

演題でタイムリーなお話をいただきました。安田先生は取扱

い規約の改訂委員のおひとりであり、委員会内のやり取り、

アップデイトな内容をお話しいただき大変に興味深い内容で

ありました。伊藤さんはみなさんご存知の検査士の中の重鎮であり、日々の臨床に直結する、大変に役立つ話

をいただきました。 

 会の冒頭にもお話いたしましたが、昨年秋、イタリアミラノのヨーロッパ婦人科腫瘍学会に参加してきまし

た。その学会でこれからの子宮癌検診としてヨーロッパのいく

つかの国から講演がありました。25 歳から、とか 30 歳からは、

などの年齢制限はありますが、原則的に細胞診はハイリスク

HPV 陽性であった例に対して「2 次検査」として行う、という

ものであります。欧米の国々の細胞診の正診断率は 50－60％と

かなり低いもので、日本では考えられないような数字でありま

す。それらの国と日本との違いは検診率が日本比べてかなり高

いということであります。日本の検診率が仮に現在の約 20％か

ら4倍に増えると細胞診検体も4倍に増えるということであり、

そのような状況下で今までのような精度の細胞診診断を保って行けるのか、ということもこれからは大きな問

題となるのでは、と思った次第であります。このような各県単位ごとの学術集会、講演会、勉強会などが精度

管理といった面で今後大切な役割を果たしていくのではないかと思います。 

 最後に、今回の学術集会は、東海大学産婦人科の実行委員長村松先生をはじめとした先生方、病理診断科の

先生方、伊勢原本院、大磯病院、八王子病院の病理検査科の皆様には大変お世話になりました。この場を借り

てお礼申し上げます。 

第 30回日本臨床細胞学会神奈川県地方会 

学術集会が三上幹男会長のもとに開催され

ました。 

 



 

第２８号から新規格の連載スタート！ 

 

 「 訪問帳 visiting book  」 タイトル＆テーマ  

 

県内の細胞診検査室やご所属の病院・施設を、皆様にご紹介してゆきます。 

第１回は、支部長のお膝元“神奈川県立がんセンター”を訪問させて頂きました。 

新病院の全貌をお披露目下さいます。 

続いて、皆様の職場を訪問させて頂きますので、楽しみにお待ち下さい。 

又、“読者の皆様”興味を持ってお読み下されば幸いです。 

 

 ≪ 訪問帳 visiting book ～ その一 ≫ 日本臨床細胞学会神奈川県支部 

 

「 地方独立法人 県立病院機構 神奈川県立がんセンター ～ 細胞診部門 」 

 

ホームページに新たに職場紹介？？が始まり、記念すべき第一回に登場することになりました。神奈川県立

がんセンターです。正式名称は、地方独立法人 県立病院機構 神奈川県立がんセンターです。長いですよね

（笑）名称変更は 3 回目で、神奈川県立成人病センターから始まり、神奈川県立がんセンターへ、独法化で、

現在の名称に変わりました。時代の変遷を感じます。さらに今回は新病院ができることになり、平成 25 年１

１月にオープンします。現在、二俣川の運転試験場の横で建築が進んでいます。がんセンターの新病院の詳細

については http://kcch.kanagawa-pho.jp/ ホームページを閲覧ください。 

 

さて細胞診部門の紹介に移ります。業務に携わっているのは、病理診断科、検査

科病理、婦人科で、指導医 5 名（婦人科 3 名）、細胞検査士 6 名です。 

４月から神奈川県支部長に当センター婦人科 中山裕樹先生が就任され、それに伴

い病理検査室に事務局を置くことになりました。 

移転に伴い、前支部事務局 聖マリアンナ医科大学から送られてきたものの中に、感慨

深いものがありました。それは、現在細胞診検鏡室に掲げてある認定証です。認定番号

13 号 日本臨床細胞学会支部認定証、支部設立を認

定しますという内容で、昭和 57 年 1 月 23 日の日付で

す。30 年前のものです。 

30 年前だと、我らのメンバーにはまだ生まれていな

い人もいます。 

今こうして受け継がれてきた歴史を思いつつ、諸先輩

方が築かれた業績をさらに伸ばすべく、日々格闘しています。と綴ると、とてもかっ

こいいのですが、本音は悩ましい検体のみ多くて、道遠しという気持ちです。 

なにはともあれ、若さいっぱい（笑）の写真を添付します。 

最後に、事務局の仕事は不慣れですが、経験された皆様方に教えを乞いなが

ら、精一杯頑張ります。事務局でお手伝いできることがありましたら、お気

軽に連絡下さい。 

 

 

http://kcch.kanagawa-pho.jp/


 

平成 24 年度の事業予定 

 

第 31 回日本臨床細胞学会神奈川県支部学術集会 

学術集会会長：北里大学医学部 

呼吸器外科学 佐藤之俊 

日時：平成 24 年 9 月 22 日（土）13：00 開始 

会場：相模原南メディカルセンター 2 階 大会議室 

（グリーンホール相模大野内） 

 

第 26 回日本臨床細胞学会関東連合会学術集会 

会長：財団法人 群馬県健康づくり財団 

病理検査センター センター長 杉原 志朗 

日時：平成 24 年 9 月 8 日（土） 8：30～17：00 

会場：高崎シティーギャラリー 

   高崎市総合保健センター 

群馬音楽センター 

 

平成 24 年度神奈川県生活習慣病健診従事者研修 

日時：平成 24 年 11 月 17・18・24・25 日 

会場：横浜市立大学病理実習室 

 

平成 24 年度神奈川県細胞診従事者講習会 

日時：平成 25 年 1 月 

会場：神奈川県立がんセンター 

（詳細は決定次第 HP にて公開） 

 

 

平成 23 年度事業報告 
 

平成 23 年度神奈川県臨床衛生検査技師会第 1 回細胞診研修会 

日時：平成 23 年 6 月 25 日 （土）  

会場：神奈川歯科大学附属 横浜研修センター 大会議室 

JSC 5 点 IAC 5 点 

 

第 15 回神奈川県細胞検査士会学術集会 

日時：平成 23 年 7 月 9 日(土)  

場所：神奈川県立がんセンター  

JSC5 点 IAC4 点 

 

第 25 回日本臨床細胞学会関東連合会学術集会 

日時：平成 23 年 9 月 10 日（土） 

会場：パシフィコ横浜 

参加者：668 名 （クレジット JSC 15 点 IAC 8 点） 

 



 

第 30 回日本臨床細胞学会神奈川県支部学術集会 

日時：平成 23 年 10 月 1 日（土） 

会場：横浜情報文化センター 

参加者：158 名（クレジット JSC5 点 IAC4 点） 

 

平成 23 年度神奈川県細胞診従事者講習会 

日時：平成 24 年 1 月 28 日（土） 

場所：神奈川県立がんセンター講堂 

JSC5 点 IAC4 点 

 

平成 23 年度神奈川県臨床衛生検査技師会第 2 回細胞診研修会 

日時：平成 24 年 2 月 11 日 （土）  

会場：横浜市立大学医学部 実習棟病理実習室  

JSC 2 点 IAC 3 点 

 

第 16 回神奈川県細胞検査士会学術集会 

   日時：平成 24 年 3 月 8 日(土)  

   場所：神奈川県立がんセンター  

 JSC5 点 IAC4 点 

 

広報委員会： 高久良子（委員長）、磯崎 勝（副委員長 ）、岩撫成子、高瀬章子、 

長谷川哲哉、坂野みどり、本野紀夫   


